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婦人部長　林　裕子さん

部長になると大変ねといわれ

ますが、いろんな人との出会い

の機会をもらい、いい勉強をさ

せてもらっているなと思います。

根がいい加減なので、周りに助

けられてやっています。

公社の�

熊石事業所主任技師

安住　 真さ
ん

毎日の観察が重要
安住さんが公社に入ったのは昭和

62年。水産技術普及員をしていた父

親の影響でこの道に進んだそうです。

当初は鹿部支所に配属され、ウニの

種苗生産に3年間携わった後、平成2

年から熊石支所でアワビの種苗生産

を行っています。

「アワビに携わって、今年で10年

になりますが、生き物を扱う仕事に

これでいいということはありません。

何年たっても勉強の毎日です」

アワビの種苗生産では、夏場の高

水温時のエサの与え方に一番気を使

うと安住さんは言います。

「与えすぎると死ぬし、足りない

と痩せてしまう。その辺の見極めは

毎日の観察にかかってきます。アワ

ビは夜間にエサを取るので夏場は毎

晩見回っています」

安住さんは、出荷放流に際してい

ろいろと手伝えるよう、近い将来、

船の免許とダイビングの資格を取り

たいと考えています。

「アワビは海中養殖が増えてきて、

自分たちの作ってきた種苗の成長・

生残が目に見えてくるのでとても楽

しみです。もっと増設したいという

声がどんどんあがるようにいい種苗

を作っていきたいですね」

部員数96人
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ニシン群来の願いを込めての採卵作業
道の日本海沿岸性ニシン資源増大対策事業と

して、平成8年度からニシン種苗生産・放流が
継続して行われてきました。今年も2月25日、
厚田村古潭漁港の荷捌所において、水産指導所、
水産試験場、漁協、当公社等の職員によって、
ニシン採卵（受精）作業が行われました。
このあと、留萌市、稚内市の地先で漁獲され

たニシンからも採卵を行い、羽幌センターでふ
化、稚仔飼育管理の後、5月中旬には全長45ミ
リに育った稚魚が厚田村、浜益村、留萌市、羽
幌町、稚内市の中間育成施設に配布され、それ
ぞれの施設から全長70～75ミリに成長した段階
で20万尾づつ計100万尾が旅立っていきます。
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北海道立稚内水産試験場

資源管理部研究職員

高　嶋　孝　寛

今月の
講　座
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ホ ッ ケ の 産 卵 生 態

ホッケは、北海道において最近

では年間約20万トンが水揚げさ

れている魚種です（図１）。北海

道を取り囲むように広く分布する

ことから（図２）、北海道沿岸の

ほぼ全域に漁場があります。漁業

の種類も、釣りから、沖合底びき

網漁業にいたるまで、多岐にわた

っています。ホッケは北海道民に

とってあまりに一般的な魚種であ

る一方で、産卵期においては、独

特の生態を持つことが、研究の積

み重ねにより分かってきました。

ホッケの産卵行動のみに関して

は、以前にこの「育てる漁業」紙

上でも、簡単に紹介されたことが

ありますが、今回は産卵期のホッ

ケの生態について、特に道北海域

を中心に、少し詳しく述べてみよ

うと思います。

成魚の分布域が広範囲であるこ

とにくらべ、ホッケの産卵場は沿

岸部の岩礁地帯や、海底が隆起し

て浅くなっている水域に限られて

います（図２）。

道北海域（道北日本海～オホー

ツク海）における主なホッケの産

１）はじめに

２）産卵場

図１　北海道におけるホッケの漁獲量
（数値は、「平成９年度北海道水産業のすがた」および「北海道水産現勢」による）

図２　ホッケの分布（宮口1983）
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組合での漁業士の
位置づけを

AQUACULTURE ROAD漁業士発―――――アクアカルチャーロード�

羅臼漁協の八幡光男さんは大正14年

生まれで今年75才になります。平成元

年に指導漁業士の認定を受け、この三

月で認定期間を満了しました。

「10年ちょっと指導漁業士をやらせ

てもらったけど、心残りなのは、漁業

士の位置づけがはっきりなされなかっ

たことだな」

北海道漁業士制度の中で、指導漁業

士の担う役割は『地域の漁業振興と漁

村生活の向上に関する助言・指導およ

び青年漁業士活動の援助・指導』にあ

ります。しかし、それぞれの組合の中

では、そのための活動の場がほとんど

ないのが現状と八幡さんは言います。

「例えば、今の青年部がどうの、浜

の状況がどうの、そういったことは、

各部会や委員会に出て話しを聞いてな

いと分からない。でも、案内が来ない

のに漁業士という名前だけでは勝手に

入ってもいけない」

八幡さんは、誰でも彼でもが漁業士

に認定されるわけではない。認定され

た以上、みな、それなりに自覚や意識

を持つが、それを発揮する場がないの

はもったいないと話します。

「自分が漁業士だということを知ら

ない組合員もいっぱいいるし、結局、

長い間の経験を多少なりとも話した

り、アドバイスを言える機会が少なか

った。組合の中での位置づけをきちん

としてかないと、道だって漁業士制度

をつくった意味がないだろ。今のまま

じゃただの割り当てみたいなもんだも

な。オレはもう定年だけど、後の人た

ちのためにももっと、きちんとした位

置づけの確立を願ってるよ」

網を集め、よその業者に出してたんだ

が、だんだん処理が間に合わなくなっ

た。だったら、自分らのとこに焼却場

をつくろうやって、焼却炉の視察に行

ったりしたよ」

そのほか、町民センターや町の消防

車購入などの寄付も行ったそうです。

「スケソウが良かっただけに、組合

や町へいろいろと貢献できた。今とな

れば夢だね。今じゃあのころの一割二

割しか揚がらない。自分らが食うのだ

って困っている状態だ」

羅臼のスケソウ漁はここ数年、ロシ

アトロール船の影響などによって資源

が激減し、刺網船の多くが採算割れを

起こしています。

「小さい船は食うだけならなんとか、

やっていける。大きい船ほど、こたえ

ている。過去が良かっただけに、生活

もよくなっている。人間ってもんはや

っかいなもんで、収入がどんと下がっ

ても、なかなか生活はどんと下がれな

い。漁船漁業はダメだってときはもう

遅い、借金でつぶれるしかない。ある

程度余裕のあるときに思い切った手だ

てをしてかないと、この先やっていく

人は大変だと思うよ」

羅臼漁協指導漁業士
八幡光男さん

§
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組合での漁業士の
位置づけを

発言の機会がない 思い切った手だてを

八幡さんの漁業はスケソウ刺網漁

業。今は船を下りていますが、以前は

刺網の部会長を務めていました。

「オレが部会長をやっていたころは、

スケソウがまだ盛漁だったときだ。い

いばいいで、ないばないで苦情がある

もんだが、同じ苦情でも漁がある時の

苦情だから解決しやすかった。資源が

ないのはどうしようもないからな」

八幡さんが部会長時代、部会では網

目の自主規制を行いました。

「漁が盛んな時だから、だまってれ

ば、小さくても数が獲れてしまう。小

さいものは魚価価値がないから、いい

ものも悪い方の値段になってしまう。

値をよくするのと、資源管理にもなる

し、すんなり意見もまとまった」

また、廃網焼却施設をつくるため、

部会に拠出金を集め、部会で建設費の

一部を負担しました。

「刺網はすぐにだめになるので今年

使ったものは来年はもう使えない。海

に投げないよう、全員に袋を配って廃

盛漁時代に部会長を
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卵場は、日本海側の武蔵堆、利

尻・礼文島周辺、天売・焼尻島周

辺に存在します（宮口1983）。

オホーツク海側では、能取岬、常

呂、渚滑、および雄武の沿岸に小

さな産卵場が点在することが報告

されていますが（佐々木1983）、

規模はあまり大きくはないようで

す。道南日本海では、積丹半島か

ら桧山、渡島沿岸に渡り断続的に

形成され、奥尻島にもまとまった

産卵場の形成がみられます。太平

洋側では、南茅部、鹿部沿岸およ

び日高沿岸の三石から冬島にかけ

て小規模な産卵場が点在します。

道東の知床半島沿岸にも、かつて

はウトロから羅臼沿岸にかけて存

在しましたが、現在ではみられな

くなっているようです（宮口

1983）。

北海道周辺に分布するホッケの産

卵期は、およそ9月中旬から12月上

旬におよびます（宮口1983）。産卵

場別にみると、産卵盛期は、利尻・

礼文沿岸では10月中旬～下旬、後

志沿岸は11月上旬～下旬、桧山沿

岸は11月下旬～12月上旬と、南ほ

ど遅くなる傾向があります（宮口

1983）。盛期の水温は各地とも

13℃前後であり（蒲原1957）、沿

岸水温が12～15℃になると、産卵

群が来遊するといわれています（宮

口1983）。しかし、一方では産卵時

の水温は、産卵期を決定する第一の

条件ではないとする意見もあります

（蒲原1957）。

利尻・礼文周辺の漁獲物をみる

と、5～6月では、雌の卵巣重量は

ほぼ体重の１％未満（生殖腺指数が

0.01未満）ですが、9～10月にな

ると成熟して10％（同0.1）に近く

なります（図３）。この頃の卵巣に

は、完熟卵や卵を放出した後の空間

がみられます（写真１）。

ホッケの産卵場が形成される海

域の地形的な条件は、

・200ｍ等深線が比較的陸に接近

した岩礁地帯であること。

・その中でも産卵床がある場所

は、水深が6～30ｍぐらいの岩礁

地帯、あるいは岩盤を基底とした

ゴロタ石（拳大以上）地帯である

こと、とされています（蒲原

1957）（図４）。

礼文島沿岸における潜水調査（金

田1995）では、水深12ｍから

50ｍで産卵場の形成が確認され、

水深30ｍ付近で卵保護をする雄

の密度が最も高いことがわかりま

した。従って、30ｍ前後がホッ

ケの産卵場として最も適した水深

と考えられます。

産卵期のホッケに関する知見

を、専ら漁獲物から得られる情報

に依存していた頃は、具体的なホ

ッケの産卵生態は謎でした。鈴

木・日置（1975）は、水槽飼育

により、詳細なホッケの産卵行動

を、はじめて連続的に観察しまし

た。要点をかいつまんで引用する

と、

①雄が近くにいる他の雄と、咬み

合いを含む激しい闘争を始め、や

がて、なわばりを確保する。

②成熟した雌がなわばりに近づ

く。

③雄が自分のなわばりに近づいた

雌に寄り添い、各鰭を広げ、体を

くの字型に曲げ、全身をふるわせ

る求愛行動をとる。

④雄の求愛行動が繰り返された

後、雌は一瞬のうちに放卵する。

卵は相互に粘着し合って直径約

5cmの卵塊を形成する。

⑤雌の産卵直後、雄が卵塊の上に

腹部を接触させながら通過し、放

精する。

⑥雄の放精後、雌は約10分間に

渡って自ら産出した卵塊を胸鰭及

び胸・腹部を用いて岩組の間隙に

押し込み、その後まもなく卵塊か

ら離れる。

⑦傍らで待機していた雄が、卵保

護行動を開始する。

⑧卵保護行動は、卵塊に近づく他

魚を追い払い、害敵から卵を守る

行動と、卵塊に口を当てがって卵

塊に海水を灌流
かんりゅう

する（吹きかける）

行動に大別される。

⑨なわばりを確保した雄は、卵を

保護するものも、しないものも、

雌が繰り返し産卵する間とその前

後において絶食する。

というように、ホッケの一連の産

卵行動が説明されています。また、

1尾の雄のなわばり内で、複数の雌

が産卵したこと、1尾の雌が最大で

9回産卵したこと、雌が岩組の間隙

に卵塊を押し込むのが遅れ、雄の保

護行動開始が遅れた場合には、容易

に他魚に（特にホッケに）卵塊を食

われてしまうことなどが、同時に観

察されています。

一方、天然海域におけるホッケ

の産卵行動観察は、約20年後の

1994年に礼文島周辺海域におい

て、実施されました（金田1995）。

その結果、なわばりを形成した雄

が、侵入しようとする他の雄に対

３）産卵期
４）産卵場形成の条件

５）産卵行動

図３　雌の漁獲時期と生殖腺指数との関係
横軸は銘柄と漁獲時期を、誤差線は標準偏差を示す。
（1999年香深漁業協同組合底建網漁獲物）

写真１　産卵期におけるホッケの卵巣
左：放卵中卵巣、右：完熟卵巣
矢印は、放卵によりできた空間を指す。
（北水試　魚介類測定・海洋観測マニュアル）

図５　威嚇・攻撃行動模式図
ａ：にらみ合い　ｂ：攻撃・逃避

図４　ホッケ産卵床の模式図
（北のさかなたち）
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して威嚇や攻撃の行動をとること

や（図５）、常になわばり内を回

遊し、時に口を使って卵塊に海水

を灌流させる卵保護行動（図６、

写真２）などが、天然海域におい

ても確認されました。同時に、海

底から2～3ｍ上を回遊しつつな

わばりを形成しない雄の群の存在

や、雄ホッケの密度が最も高かっ

た水深30ｍ付近でなわばりの広

さが約1㎡であったことなども、

新たに確認されました。

この調査の模様は、「ホッケの

卵保護」というタイトルでビデオ

テープにまとめられ、各地の講演

会などで普及資料として役立てら

れています。

産卵期以外のホッケは、雌雄を

体色や外形から識別することは困

難ですが、雄は産卵期に成熟する

と、体色が「コバルト色」に変化

し、鮮黄色の唐草模様がみられる

とされてきました（平野1947、

蒲原1957、遊佐1957、鈴木・

日置1975）。しかしながら、「コ

バルト色の雄のホッケ」は、なか

なか確認する機会に恵まれてこな

かったのが現状です。というのも、

産卵期には成熟した雄がほとんど

漁獲されないからです。

このことについて、一石を投じ

る結果が得られたのが、前述の礼

文島における産卵行動観察でし

た。撮影されたビデオテープや写

真をみると、なわばりを守ったり

卵保護行動をしていたほとんどの

雄は、体表が白色に近く映ってお

り、頭部と尾鰭の上下先端に、明

瞭な黒色斑（婚姻斑）が確認でき

ます（写真３、図７）。水中での

観察結果なので、体色そのものに

ついては断言できませんが、産卵

期の雌雄を区別する特徴は、雄に

現れる婚姻斑の方が、明瞭かつ確

実ではないかと考えられます。

一方、雌の方はどうかというと、

体色に関しては、雄ほど明瞭な変

化は現れません。しかし、産卵期

の雌は卵巣が肥大することにより

腹部が大きく膨らみ、また、生殖

孔の周囲が擦りむけた様子が確認

されます。

ホッケは、孵化後1年で体長

21cm前後に達し、2、3、4、5、6

年で雌の場合には各々28～30、32

～34、34～37、36～39、41cm

前後に、雄の場合では2、3、4年で

各々27～29、31～32、33～

34cmに成長すると報告されていま

す（久新1959）。道北系ホッケは、

産卵群の体長が最小で25cm前後で

あることから、満２歳になろうとす

るものから一部産卵群に加入すると

考えられています（北口1983）。こ

の「一部」の割合は、年によって差

があるとも言われ、はっきりとした

数値にはなっていません。満３歳を

迎えるときには、大部分が成熟する

とされています（北口1983）。後志

や桧山の沿岸においても、満２歳で

一部、３歳でほぼ全数が産卵群に加

入するとされています（宮口

1983）。

一方、根室海峡や日高沿岸を含

む太平洋海域では、産卵期にみら

れる雌の体長は、ほとんどが

30cmより大きく、成熟年齢は日

本海のものより1年遅い（満３歳

になるものから産卵群に加入）と

推定されていました（宮口1983、

入江1983）が、成長の速度が日

本海のホッケとは異なるという説

もあります。

１）が、成熟卵に限ると、1尾の雌

が一度に持つ卵数は、4,000～

5,000粒と推定されています（平野

1947）。一方、天然の産卵場に産み

つけられた1卵塊あたりの卵数が、

平均約4,000粒であることから、1

回の産卵で成熟卵を1箇所にまとめ

て産出すると考えられています（蒲

原1957）。また、産卵開始前の卵巣

には、卵径が異なる卵粒のグループ

が複数みられることなどから、1尾

の雌は1産卵期間中に、３回に渡り、

合わせて12,000粒前後の卵を産む

（蒲原ら1953）と考えられていまし

た。天然海域における調査（金田

1995）でも、１尾の雄が守ってい

た卵塊の数が３個程度であったとい

う結果が得られており、もし、産卵

に参加するホッケの性比が１：１で

あれば、「3回」は妥当な数です。

しかし、鈴木・日置（1975）は、

水槽内において、1尾の雌が最大9

回の産卵を行ったことを観察してい

ます。天然環境においても、水槽観

察と同等の回数の産卵が行われると

仮定すると、1尾の雌が1産卵期間

中に産む卵の数は、35,000粒を超

えることも考えられますが、自然環

６）産卵期における
形態的特徴

７）産卵期に達する年齢

８）産卵数と多回産卵

産卵期のホッケの卵巣には、様々

な大きさの卵粒が存在します（写真

図６　灌流行動模式図（鈴木・日置1975）
口を使い、卵塊に海水を吹き付ける。

写真３　婚姻斑を呈した雄

図７　婚姻斑の模式図

図８　ホッケの発生模式図（遊佐1957から抜粋）
ａ：２細胞期　ｂ：胚体がはっきりと現れる
ｃ：孵化仔魚

写真２　灌流行動をする雄
漁体の左前方に卵塊がある。
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境下の雌のホッケが、実際には何回

産卵するのか、あるいは、産卵期間

中に合計何粒の卵を産むのかについ

ては、まだはっきりとした結論があ

りません。

ホッケ卵の発生試験は、道立水産

試験場において、過去2回実施され

ています。平野・近藤（1948）の

野外実験では、4.5～10.0℃の水温

環境で、受精後15～20時間で2細

胞期に達し、11日後に胚体が形成

され、53日～59日で孵化仔魚が得

られています。10.0℃±1.0℃の恒

温槽を用いた発生観察（遊佐1957）

では、受精後約11時間で2細胞期、

約10日半で胚体が他の部分と完全

に区別できるようになり、受精後

65日で仔魚の孵化が観察されてい

ます（図８）。これらのことから、

ホッケの受精卵が孵化に要する日数

は、水温10℃前後の環境で、約50

～60日と考えられています。また、

遊佐（1957）は海水の交換が少な

い環境ほど、奇形稚魚（仔魚）が多

く出現することを確かめており、天

然の環境においては、雄が口を使っ

て卵塊に海水を拭きかける行動をと

ることと、深い関係があると思われ

ます。

産卵期の釣りや延縄による漁獲物

では、雄の割合が極端に減少するこ

とが知られています（平野1947、

蒲原1957）。その原因として、雌は

この時期にでも盛んに摂餌するのに

対し、雄はほとんど絶食し、産卵床

を離れないためと推定されてきまし

９）卵の発生

10）産卵期の漁獲物

11）おわりに

た(蒲原1957)。前述の鈴木・日置

の水槽実験では、雌が産卵する期間

と、雄が卵塊を保護する期間中は、

雄は絶食することが確認されていま

すので、この推定は正しかったと言

えます。釣りや延縄は餌を使う漁法

ですが、産卵期には底建網や刺し網

などの餌を使わない漁法において

も、特に大きな銘柄で雌の割合が増

加する現象が認められます(図９)。

去の文献や資料を基に、足早に述

べました。ここに述べてきたこと

は、道立水産試験場や国の研究機

関、大学などによる長年にわたる

研究の成果です。産卵生態には、

海域による成熟体長の違いや、実

際に１尾の雌が産む卵数など、結

論に至っていない問題も残されて

いますが、これらも研究の積み重

ねにより、次第に明らかになって

いくことでしょう。

引用した文献については、紙面

の都合により、著者名と発表年の

みの記述に留めさせていただきま

した。ホッケの産卵生態について、過

図９　香深地区底建網漁獲物標本の性比
左：索餌期　右：産卵期

：♀ ：♂

第５回 ウニ種苗生産技術検討会
２月15日に全道のウニ種苗生

産施設技術者の情報交換を目的と

した『ウニ種苗生産技術検討会』

が第二水産ビル会議室で開催され

ました。５回目になる今回は、

21か所のウニ種苗生産施設から

の担当者28名を含む34名の出席

がありました。

まず、「各施設の生産結果と問

題点について」は各施設から本年

度の生産状況について報告があ

り、各施設共に生産計画を達成し

ているが、今年度は採卵時期の高

水温によって採卵用親ウニの確

保、幼生飼育、稚ウニの飼育など

に苦労したことが報告されまし

た。この中で特に根室市センター

では２週間に亘って親ウニの育成

管理を行ったところ、良質でしか

も大量の受精卵が得られ、幼生の

生残率、沈着率も良好であった事

例が紹介されました。

次に、「生産技術の課題と対策

について」は各施設からの検討希

望課題について、事例の紹介意見

交換を行いました。

・親ウニの飼育と共に、高水温は

アワビモにも影響し枯死して培養

困難になった事例があり、遮光や

流量の強化など培養管理の重要性

が指摘されました。

・幼生の沈着にはアワビモが使わ
れていますが、羅臼、えりものセ

ンターでは地先で優占種となる付

着珪藻を培養し、沈着、稚仔ウニ

の飼育管理を行っているという報

告もありました。また、これに関

連して泊村センターからは、アワ

ビモの変態沈着効果はその中に含

まれているグリセロ糖脂質による

ものであることが解明され、この

物質は海藻、珪藻類に広く含まれ

ていることから、ウニの変態着生

にはアワビモが必須ではなく海域

で使いやすい海藻や珪藻を含めて

利用を考えるのが良いとの説明が

ありました。

・公社の鹿部センターからは、幼
生飼育手法の改良として、幼生を

止水飼育した試験結果が報告され

ました。止水管理でも生残率、沈

着率に影響はなく、餌料や飼育海

水の効率化が図られてコストの削

減につながるため、今後実用化試

験に取り組むとの報告がありまし

た。

このほか、①稚ウニの餌となる

珪藻やアワビモのための栄養塩の

添加方法の検討、②稚ウニを波板

から麻酔剥離選別せずに放流して

いる事例が紹介されました。

種苗生産の生命線である「各施

設の機器、設備のメンテナンスに

ついて」は、メンテナンスの現状

について情報交換をしました。

最後に次回の検討会を１月下旬

から２月に札幌市で開くことに決

めて終わりました。

今回は、内容が盛りだくさんで

予定時間を超過しての検討会とな

りました。
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昨 年 ４ 月 の「 育 て る 漁 業

NO.311号」掲載のアクアカルチャ

ーロードでは、平成10年度に完成し

た二風谷ダムの魚道の特徴とその魚

類の遡上・降下状況実態調査の概略

について紹介しました。この調査は、

北海道開発局室蘭開発建設部の依頼

により、本公社がダムの湛水と魚道

の運用が開始された平成８年度から

継続して実施してきました。平成11

年度までの４年間の調査により、主

たる目的であるサクラマスの遡上・

降下実態をはじめ、さまざまな事実

が明らかになってきました。そこで

今回は、より具体的な調査結果につ

いて述べたいと思います。

まず、二風谷ダム魚道とサクラマ

スの関係について説明します。サク

ラマスは、日高沿岸ではシシャモと

ならび重要な水産資源となっていま

す。しかしその資源量は、河川生活

期がサケに比べ長期間にわたること

から、海域よりもむしろ河川環境の

変化による影響を受けやすいといえ

ます。沙流川では、ダム建設以前か

ら、サクラマスの再生産河川となっ

ており、その産卵場所は既往調査に

より二風谷ダム地点より上流の支流

である額平川、貫気別川あるいはニ

セウ川に多いことが知られていま

す。したがって二風谷ダム完成後は、

沙流川のサクラマスは降下時と遡上

時に二風谷ダムを通過しなければな

らないことから、移動通路の良否が

資源維持を大きく左右することにな

ります。そこで、二風谷ダムにおけ

るサクラマスの遡上・降下状況につ

いて調査し、その実態把握を行いま

した。

谷ダム流入部から標識（黄色リボン

にSKと表記）を施したスモルトを１

万尾放流し、その採捕状況から降下

実態の把握を行いました。当初はこ

のような目的で実施した標識放流

が、後にさまざまな結果となって現

れました。

ているものと考えられました。

一方、降下トラップにより採捕

されたスモルトは、標識放流を始

めた平成９年以降の３ヶ年の調査

で標識魚44尾、天然魚22尾であ

り、天然魚の採捕数は標識魚の採

捕数の約半数でした。しかし、標

識魚が44尾採捕されたことによ

り、降下経路や降下時期などが明

らかになりつつあります。天然魚

を含めた採捕魚全66尾のうち、魚

道での採捕数は12尾と全体の

18％に過ぎません。一方、流量の

多い発電用水路では67％にあた

る44尾が採捕されました。前述し

た魚道と発電用水路におけるトラ

ップの採捕効率の違いを考慮する

と、相当数のスモルトが発電用水

路を降下していたと考えられま

す。しかしながら、発電用水路に

は発電タービンがあり、降下する

スモルトにとっては、決して安全

な降下経路とはいえません。

現状では、遡上トラップで採捕

されるサクラマスに減少傾向は見

られていないことから判断する

と、降下は順調に行われていると

考えられます。

しかし、二風谷ダムは湛水を開始

して４年しか経過しておらず、長期

的にみると、その影響が徐々に現れ

る可能性も否定できません。そのた

め、今後についても北海道開発局と

協力して、より長期的な調査を行っ

ていきたいと考えています。

標識スモルトをこれまでに３万尾

放流し、その降下実態の解明に役立

ててきたことは、前述したとおりで

すが、実際にトラップで採捕された

数は44尾と、わずか0.1 ％にすぎま

せん。では残りの標識魚はどうなっ

たのでしょうか。順調に海域を回遊

して１年後、魚道の遡上トラップで

標識のついたサクラマスが採捕され

ることが、我々の希望でした。しか

し、標識の痕跡が認められるサクラ

マスは確認されたものの、完全に標

識のついたサクラマスの確認には至

っていません。ところが海域では、

孵化場や試験場、指導所および漁業

に従事する方々の御協力により、多

数の再捕報告を頂いております。こ

の報告の多さには、調査を行ってい

る我々も驚いています。平成12年３

月までに頂いた報告は合計60件に

３月は苫小牧から室蘭にかけての胆

振沿岸と青森県下北半島沿岸で多く

確認されています。これらのサクラ

マスは、その後どのような回遊を行

い、どの河川に遡上しているかなど

不明な部分は多いですが、短期間に

大きな回遊が行われているようで

す。また海域での再捕報告は、スモ

ルトが二風谷ダムを順調に降下して

いることを裏付ける資料となる一方

で、サクラマスの海域での回遊経路

を解明する手がかりにもなるなど、

貴重なデータとなります。そのため、

もし下図のようなサクラマスを発見

した場合は、当公社または関係機関

までご一報よろしくお願いいたしま

す。

（調査設計第１部　沼田　慎司）

遡上するサクラマスの調査は、そ

の遡上経路が魚道に限定されるた

め、魚道のみで実施します。調査は

サクラマスの春季遡上の時期にあた

る５～６月と秋季遡上の時期にあた

る９月に１週間に１度の割合で、魚

道内にトラップ（魚類捕獲用のおり）

を設置して遡上するサクラマスを捕

獲します。

一方、ダムを降下するスモルトに

ついては、その降下経路が魚道、発

電用水路および主放流ゲートとさま

ざまであるため、それぞれの地点に

降下時期にあたる５～６月に１週間

に１度、トラップを設置して捕獲を

行います。しかし、トラップによる

降下魚の採捕は、魚道内では降下す

るスモルト全ての捕獲が可能である

のに対し、発電用水路では通常、魚

道の100 倍前後もの流量であるた

め降下魚の一部しか採捕されませ

ん。そのため、降下が少ない場合は、

トラップによる採捕数が減少し、降

下の可否の判断や降下経路の把握が

困難になることも予想されました。

そこで、平成９年度以降の調査では

毎年、調査開始前の５月下旬に二風

４年間の調査の結果、遡上トラッ

プにより採捕されたサクラマスは平

成８年４尾、９年５尾、10年13尾で

あり、平成10年までは年々増加しま

した。しかし、平成11年の採捕数は

４尾にとどまり、前年の13尾に比べ

大きく減少しました。この平成11年

度の遡上群は、３年前の平成８年に

生まれた個体群であり、平成８年に

魚道を遡上した群の子孫にあたりま

す。すなわち、遡上数の変化をとら

える場合、対象とする年級群の３年

前の年級群と比較を行うことが重要

です。この比較によると、平成11年

の採捕数は、その３年前の平成８年

の採捕数４尾と同数で増減は見られ

ませんでした。このことから、サク

ラマスの資源量はおおむね維持され

二風谷ダムとサクラマス

調査方法

４年間の調査結果

標識スモルトの行方は？

二風谷ダムにおけるサクラマスの
遡上・降下実態について（第２報）
二風谷ダムにおけるサクラマスの
遡上・降下実態について（第２報）

トラップに入網したサクラマス

達し、再捕された場

所は図に示すように

北海道各地にとどま

らず、青森県や岩手

県などからの報告も

あります。そして、こ

の再捕地点には、毎

年類似した傾向が見

られます。まず、放流

されたスモルトは約

１～２ヶ月でえりも

沖に達しており、中

には釧路沖にまで達

している個体もあり

ます。８月の報告は

１件もないため、釧

路沖からどのような

回遊を行っているか

は不明ですが、９月

に厚岸周辺でも確認

されています。１～
二風谷ダム放流スモルトの再捕状況
（平成12年３月現在、３カ年放流分）

標識部位とリボンタグ（上：原寸）


